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仏全1998年11月1日

　
本
会
の
理
事
会
が
、
去
る
十
月
七
日
午
後
二
時
か

ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
三
帰

依
文
唱
和
に
続
い
て
、
不
破
理
事
長
を
議
長
に
、
鳥

居
愼
巻
・
本
間
孝
康
の
両
三
を
議
事
録
署
名
人
に
選

出
し
議
事
に
入
ち
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
十
一
年
度
予
算
編
成
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
財
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
財
団
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
並

び
に
第
三
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
収
支
決
算
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
事
業

報
告
、
吉
橋
財
務
部
長
が
収
支
決
算
を
説
明
、
小
川

監
事
が
監
査
報
告
を
行
い
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研

究
会
（
仮
称
）
設
置
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
野
生
司
総
務
部
長
が
、
研

究
会
設
立
の
経
緯
と
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
質

疑
応
答
の
後
、
設
置
の
賛
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
三
園
復
興
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

委
員
長
・
櫻
井
国
際
文
化
部
長
か
ら
現
状
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
方
針
を
尊
重
す
る
意
見
が
表

明
さ
れ
た
。

　
◎
臨
済
宗
妙
心
寺
派
か
ら
、
「
宗
教
法
人
法
改
正

に
伴
う
備
え
付
け
書
類
の
写
し
提
出
義
務
」
に
関
す

る
京
都
府
仏
教
連
合
会
及
び
京
都
仏
教
会
の
見
解
が

紹
介
さ
れ
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
研
究
会

を
設
置
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
第
二
十
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー

大
会
に
つ
い
て

　
櫻
井
国
際
文
化
部
長
か
ら
、
今
秋
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
同
大
会

の
準
備
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　
②
事
務
総
局
各
部
報
告

　
吉
橋
財
務
部
長
か
ら
、
平
成
十
一
年
度
の
税
制
改
・

正
の
要
望
書
を
自
民
党
に
提
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　
高
橋
同
和
推
進
部
長
か
ら
、
十
一
月
十
三
日
に
京

都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
の
、
第
十
回
加
盟
団
体

代
表
者
同
和
研
修
会
開
催
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　
渡
邊
社
会
部
長
か
ら
、
十
一
月
十
入
日
、
本
願
寺

築
地
別
院
で
の
、
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
と

葬
儀
に
関
す
る
教
化
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。ル

ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
十
月
七
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
梅
の
間
で
、
第
三
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
N
H
K
出
版
『
ブ
ッ
ダ
　
大
い
な
る
旅

路
』
中
の
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
関
す
る
記
述
の
訂
正
を

求
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
次
に
マ
ヤ
堂
復
元
に
関
し
、
前
回
（
七
月
三
十
一

日
）
委
員
会
以
降
の
L
D
T
と
の
間
の
書
簡
内
容
を

順
次
確
認
。
現
地
に
早
急
に
赴
き
、
L
D
T
に
本
会

の
基
本
方
針
を
改
め
て
示
し
協
議
を
行
う
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
地
で
の
経
費
、
事
務
所
運
営

な
ど
に
つ
い
て
も
事
務
局
よ
り
資
料
が
提
示
さ
れ
、

対
応
が
協
議
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
L
D
T
の
共
催
で
、
本

年
十
二
月
一
、
二
の
両
日
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
で
開
催
予

定
の
、
世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
先
方
か

ら
の
招
待
に
応
じ
、
本
会
か
ら
も
出
席
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
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全 仏 1998年11月1日

平成11年度税制改正に関する要望書を提出
　9月17日、全日本仏教会は不破仁理事長名で、平成11年度税制改正

に関する要望書を、自由民主党政務調査会、税制調査会宛提出した。

要　望　書

　平成11年度税制改正の審議にあたり、本会は下記の点を強く要望致します。

【要望事項】

（1）公益法人等の収支計算書提出制度（租税特別措置法主68条の6）の廃止

（2）公益法人等の預貯金等より生ずる果実に対する非課税制度の堅持

（3）公益法人等の営む収益事業の範囲の不拡大

（4）公益法人等の営む収益事業に対する法人税率の引き下げ及び損金算入限度額の

　　引き上げ
【理　　由】

　宗教法人が、人心の安定をはかり、教育、文化、社会福祉、その他公益の増進に

寄与することは、宗教が人間の心の救いを旨として存在する以上、当然の帰結でご

ざいます。また、宗教法人法言6条をまつまでもなく、宗教法人が営む収益事業は、

本来、営利を目的としたものでなく、宗教活動を円滑ならしめるためのものでござ

います。

　もとより、国家財政に協力することは宗教法人として当然のことでございますが、

しかし、「税制改正」の名のもとに無原則に宗教法人に対する課税強化がはかられ

るとするならば、宗教活動を縮小させ、宗教のもたらす精神文化の高揚に著しい支

障をきたすどともに、ひいては憲法に保証されている「信教の自由」「政教分離」

の原則さえ脅かしかねないと懸念するものであり、このような税制改正は、宗教者

として絶対に容認できるものではございません。

　ご承知のとおり、一昨年の税制改正において、非課税である宗教法人（年間収入

8，000万円以下の法人を除く）について所轄税務署へ収支計算書提出を義務化させ

るという制度（租税特別措置法第68条の6）の導入が決定され、平成9年1月1日

以後に開始する事業年度の収支計算書について適用されることになりました。この

制度につきましては、宗教活動に対する権力の介入を許すことに繋がりかねないも

のと憂慮の念を禁じ得ません。因に、収益事業を営まない宗教法人は非課税であり、

所轄税務署にとっても収支計算書は不必要なものと思料致します。

　つきましては、平成11年度の税制改正に当たり上記事項につき強く要望致します

とともに、宗教法人法第84条にも示されておりますとおり、宗教法人の特性及び歴

史的慣習を十分一酌され、ご審議下さいますようお願い申し上げる次第でございま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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仏全1998年11月1日

灘
加
盟
団
体
訪
問

財
団
法
人

　
今
回
は
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
を
訪
問
し
、
沼

田
智
秀
会
長
、
高
島
孝
範
事
務
局
長
、
古
澤
勝
浩
主

任
に
お
話
を
伺
っ
た
。
始
め
に
高
島
、
古
澤
両
氏
よ

り
沿
革
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
仏
教
伝
道
二
会
の
沿
革
に
つ
い
て
お
話
下
さ
い
。

　
仏
教
伝
道
協
会
の
創
設
は
、
昭
和
四
十
年
の
十
二

月
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
お

寺
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
沼
田
恵
範
発
願
者
が
、

米
国
留
学
中
、
体
調
を
崩
し
病
気
に
な
り
、
そ
の
時

計
鶯
聖
人
の
お
言
葉
を
心
の
支
え
と
し
て
回
復
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。沼

田
智
秀
会
長

　
そ
し
て
多
く
を
学
ん
だ
米
国
へ
の
恩
返
し
の
意
味

を
込
め
て
、
発
願
者
は
仏
教
を
伝
道
す
る
こ
と
を
選

ん
だ
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
仏
教
も
含
む
日

本
文
化
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
『
ザ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ワ
ー
ル
ド
』
と
い
う
雑
誌
を
自
ら
発
刊
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
寄
付
の
み
で
の
事
業
運
営
に
は
困
難
が

伴
い
ま
し
た
。
同
時
に
経
済
社
会
に
お
け
る
資
金
基

盤
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
認
識
さ
れ
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
帰
国
後
就
い
た
内
閣
統
計
官
を
退
官
、
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
精
密
計
測
器
を
主
力
と
す
る

「
三
豊
製
作
所
（
現
、
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
）
」
を

昭
和
九
年
に
設
立
し
た
の
で
す
。

　
ミ
ツ
ト
ヨ
創
業
も
、
あ
く
ま
で
も
仏
教
を
広
く
世

界
に
伝
道
す
る
た
め
の
、
安
定
し
た
財
源
を
確
立
す

る
た
め
で
す
。
そ
し
て
仏
教
聖
典
を
出
版
、
世
界
各

地
の
ホ
テ
ル
や
団
体
へ
、
現
在
ま
で
に
約
六
百
万
冊

を
寄
贈
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
英
語
版
に
続
い
て
、

昭
和
五
十
年
に
和
英
対
照
仏
教
聖
典
の
編
纂
も
完
了

し
ま
し
た
。

仏
教
聖
典
は
英
語
以
外
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

　
現
在
三
十
七
ヶ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
最
初
に
英
語
に
翻
訳
し
た
た
め
、
各
国
言
語
へ
の

翻
訳
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
基
と
な
る
『
大
蔵
経
』
の
英
訳
は
昭
和
五
十

七
年
に
始
ま
り
、
現
在
十
二
巻
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
海
外
の
大
学
十
二
校
に
は
仏
教
講
座
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
講
師
は
日
本
よ
り
派
遣
す
る
方
以
外

に
、
海
外
で
仏
教
を
教
え
て
お
ら
れ
る
方
に
依
頼
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
海
外
の
拠
点
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
ミ
ツ
ト
ヨ
は
海
外
に
仏
教
を
伝
道
す
る
た
め
に
興

こ
さ
れ
た
会
社
で
す
。
そ
の
た
め
ミ
ツ
ト
ヨ
か
ら
の

浄
財
が
仏
教
伝
道
協
会
各
拠
点
の
運
営
資
金
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
ミ
ツ
ト
ヨ
の
海
外
拠
点
と
伝
道
協

会
の
拠
点
は
あ
る
程
度
一
致
し
て
い
ま
す
。
海
外
の

仏
教
聖
典
の
贈
呈
も
、
こ
こ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
進
め
ら
れ
る
中
で
お
感
じ
に
な
る
こ
と
は
。

　
海
外
は
キ
リ
ス
ト
教
国
が
多
く
、
仏
教
聖
典
の
普

及
に
は
壁
が
あ
り
ま
す
。
日
本
か
ら
仏
教
聖
典
を
送

付
し
た
際
、
税
関
で
止
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
現
地
で
印
刷
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
日
本
で
は
、
仏
教
聖
典
の
普
及
は
、

ホ
テ
ル
協
会
加
盟
の
所
に
は
約
九
十
九
％
、
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
で
も
七
十
％
位
で
す
。
し
か
し
普
及
の
た

め
に
は
、
各
ホ
テ
ル
に
何
度
も
足
を
運
び
、
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

　
ま
た
岐
阜
県
仏
教
会
で
は
「
お
経
を
習
い
ま
し
ょ

う
運
動
」
を
三
十
年
に
亘
っ
て
行
い
、
一
人
一
冊
の

一4一
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運
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
仏
教
聖
典
が
出
版
さ

れ
る
ま
で
は
、
超
宗
派
活
動
の
拠
り
所
と
な
る
聖
典

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
の
拠
点
で
お
寺
を
お
持
ち
の
所
が
あ
る
と
伺

い
ま
し
た
か
。

　
恵
光
寺
・
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
米
国
ワ
シ
ン

ト
ン
に
二
ヵ
寺
、
メ
キ
シ
コ
に
一
ヵ
寺
、
ド
イ
ツ
・

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
建
立
中
で
す
。
現
地
在
住
の

日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
の
方
々
の
宗
派
を
超
え

た
信
仰
、
様
々
な
文
化
活
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

も
機
能
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
に
も
宇
都
宮
な
ど

五
ヵ
寺
の
建
立
を
支
援
し
、
他
に
数
ヵ
寺
が
建
立
準

備
中
で
す
。

　
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
お
話
下
さ
い
。

　
　
擁
ワ
　
　
．
、
．
、
　
　
．
転
、
．
塘
編
憂
㌔
り
黛
鷺

ギ
讐
、
抵
肇
’
牛
澄
叩

：
ジ
輌
嚇
塵
撮

。
、
譲
欝

　
　
　
夢
訟
幾
喰

　
ヤ
雪
藁
㌦
ン
麟
ご

　　

@
灘
蜘

　
　
　
　
　
翫
影
藤
一
霧
慧
γ
裳
≧

仏
教
聖
典
（
和
英
対
照
、
左
）
と
英
訳
大
蔵
経

韓

鍋鰯勲謡

　
仏
教
伝
道
文
化
賞
は
一
九
六
七
年
に
制
定
し
、
仏

教
伝
道
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
毎
年
顕
彰
し
て
い
ま

す
。
贈
呈
回
数
は
三
十
二
回
に
及
び
、
贈
呈
者
は
九

十
四
名
に
達
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仏
教
伝
道
者
育
成
の
た
め
、
実
践
布
教
研

究
会
を
一
九
七
〇
年
よ
り
主
催
、
各
宗
本
山
な
ど
を

会
場
に
現
在
ま
で
に
二
十
七
回
、
青
年
僧
侶
を
中
心

に
の
べ
約
千
三
百
名
の
方
々
が
参
加
、
誤
配
と
宗
派

を
超
え
た
交
流
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
代
に
即
し
た
仏
教
音
楽
の
普
及
の
た
め
、

世
界
仏
教
音
楽
祭
を
現
在
ま
で
に
入
替
開
催
致
し
ま

し
た
。
築
地
本
願
寺
に
沼
田
恵
範
発
願
者
が
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
を
寄
贈
、
ド
イ
ツ
の
演
奏
者
を
招
き
昭
和

五
十
二
年
に
「
東
西
の
出
会
い
」
と
い
う
演
奏
会
を

開
催
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
再
来
年
（
二
〇

〇
〇
年
）
仏
教
伝
道
協
会
創
立
三
十
五
周
年
に
当
た

り
、
世
界
仏
教
音
楽
祭
の
開
催
と
と
も
に
、
新
た
な

仏
教
音
楽
の
曲
を
作
曲
家
に
依
頼
し
て
い
る
所
で
す
。

　
現
在
、
仏
教
伝
道
協
会
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
仏
教
伝
道
協
会
の
沼
田
恵
範
発
願
者
が
逝
去
さ
れ

て
、
二
千
年
が
ち
ょ
う
ど
七
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。

現
在
の
沼
田
智
秀
会
長
は
、
ミ
ツ
ト
ヨ
の
会
長
で
も

あ
り
、
沼
田
恵
範
発
願
者
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
広
げ

伝
え
る
べ
く
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
沼
田
会
長

の
も
と
、
内
外
の
関
係
者
も
心
を
合
わ
せ
諸
事
業
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
続
い
て
こ
同
席
頂
い
た
沼
田
智
秀
会
長
よ
り
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
世
界
、
多
く
の
人
が
心
の
拠
り
所
と

し
て
求
め
る
も
の
は
、
宗
教
、
平
和
の
教
え
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
特
に
仏
教
に
対
し
て
は
欧
米
は
じ
め

世
界
各
地
で
様
々
な
形
で
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
、
他
宗
教
の
方
々
が
心
を
開
い
て
仏
教
に
関

心
を
示
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

宗
派
を
超
え
た
正
し
い
仏
の
教
え
が
広
ま
る
よ
う
に

望
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
様
々
な
国
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
仏
教
聖
典
が
、
そ
の
地
で
充
分
に
機
能
す
る
た

め
に
事
業
を
見
直
し
、
現
在
鋭
意
進
め
て
い
る
英
訳

大
蔵
経
の
翻
訳
な
ど
、
今
後
も
多
く
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
事
業
を
よ
り
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）
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如堂吉祥院

純照師
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今
回
は
、
天
台
宗
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
、

天
台
仏
教
青
年
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
に
携
わ

っ
て
い
る
、
京
都
真
如
堂
吉
祥
院
の
竹
内
純
照
師
に

お
話
を
伺
っ
た
。
以
下
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
社
会
部
）

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
取
り
組
ま
れ
た
き
っ
か
け
は

　
龍
谷
大
学
で
布
教
伝
道
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
役

立
て
る
た
め
の
授
業
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
天
台
宗
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
、
天
台
仏
教

青
年
連
盟
の
お
手
伝
い
の
他
、
個
人
と
し
て
真
如
堂

を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
精
神
障
害
者
の

共
同
作
業
所
、
仏
教
と
医
療
を
考
え
る
全
国
連
絡
協

議
会
、
龍
谷
大
学
で
の
自
身
の
講
座
運
営
用
、
全
日

本
仏
教
青
年
会
の
内
部
連
絡
用
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
現
在
の
活
動
を
お
話
下
さ
い
。

　
薄
伽
梵
K
Y
O
T
O
（
バ
ガ
ヴ
ァ
ン
き
ょ
う
と
）

と
い
う
僧
侶
の
あ
つ
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

仏
教
の
信
仰
に
根
ざ
し
た
社
会
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
、
超
宗
派
、
地
域
年
齢
制
限
な
ど
は
設
定

せ
ず
に
有
志
で
一
九
入
四
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
二
十
名
ほ
ど
で
す
。
京
都
の
高

尾
病
院
で
、
月
に
一
回
患
者
さ
ん
を
対
象
に
し
た
法

話
会
や
書
道
教
室
、
ま
た
不
定
期
で
す
が
患
者
さ
ん

の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
伺
う
と
い
う
活
動
を
始
め
て
十

二
年
に
な
り
ま
す
。

　
全
国
に
は
、
こ
の
薄
伽
羅
K
Y
O
T
O
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
団
体
が
各
地
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に
、
仏
教
と

駄回

堀　■6
；
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医
療
を
考
え
る
全
国
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
相
互
の
情
報
交
換
、
ま
た
広
く
一
般
へ

の
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

取
り
組
み
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
薄
伽
梵
K
Y
O
T
O
と
し
て
は
、
仏
教

の
社
会
参
加
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
社
会
福
祉

に
寄
与
す
る
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ま
た
阪
神
大
震

災
の
時
に
は
現
地
で
炊
き
出
し
、
読
経
供
養
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
こ
宗
門
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
関
わ
り
は
。

　
日
本
海
で
重
油
流
出
事
故
が
発
生
し
た
際
、
天
台

仏
教
青
年
連
盟
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
現
地
と
の
情
報
交
換
用
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
宗
門
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
窓
口
で
あ
る
、
一
隅
を
照
ち

す
運
動
総
本
部
と
も
一
緒
に
活
動
す
る
う
ち
、
そ
ち

ら
か
ら
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
依
頼
を
頂
き
、
現

在
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
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ご
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
お
考
え

を
お
即
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
宗
門
に
属
し
て
い
て
も
、
信
仰
の
内
容
や
深

浅
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
幅
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
代
の
社
会
と
仏
教
の
関
わ
り
を
ど
う
す

る
か
考
え
た
時
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
は
必
ず
し

も
同
宗
の
人
の
み
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
宗
派
が
違
っ
て
も
、
あ
る
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
の
思
い
を
一
つ
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集

い
、
何
ら
か
の
活
動
を
心
一
つ
に
し
て
行
う
時
、
そ

れ
は
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
自
分
に
手
持
ち
の
も
の
が
な
く
て
も
、
他
の
人
が

持
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
そ
ち

ら
に
す
ぐ
に
振
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
お
互
い
の
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
な

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
報
交
換
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
早
く
正
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
利
用
者
が
情
報
発
信
す

れ
ば
、
そ
こ
に
事
務
局
が
介
在
し
な
く
て
も
、
掲
示

板
上
で
だ
れ
も
が
対
等
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
媒
体
を
使
っ
た
間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
、
顔
を
合
わ
し
て
行
う
直
接
的
な
コ
ミ

ュ
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
に
つ
い
て
は
い
か
が
お
考

え
で
す
か
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
媒
体
を
用
い
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
間
、
例
え

ば
お
寺
や
仏
教
と
一
般
の
人
と
の
間
に
横
た
わ
る
敷

居
を
低
く
す
る
機
能
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

真
如
堂
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
か
ら
、

お
寺
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
方
た
ち
と
、
今
度
は
直
接
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
逆
に
メ
デ
ィ
ア
の
上
だ
け
で
関
わ
り
た
い

と
思
う
人
も
い
る
わ
け
で
、
相
手
に
会
わ
せ
て
様
々

な
選
択
枝
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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紙
を
利
用
し
た
媒
体
と
の
違
い
は
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

　
私
の
携
わ
っ
て
い
る
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
機
関
紙

を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
現

在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
機

関
紙
は
読
者
が
限
ら
れ
、
発
行
や
配
送
に
コ
ス
ト
も

か
か
る
た
め
で
す
。
ま
た
機
関
紙
自
体
の
存
在
も
一

般
に
は
な
か
な
か
知
ち
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
登
録
を
行
え
ば
、
だ

れ
も
が
素
早
く
検
索
し
、
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
今
後
の
農
望
を
お
話
下
さ
い
。

　
今
後
も
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
仏
教
の
良
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
知

ら
し
め
、
様
々
な
形
で
仏
教
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
今
後
は
各
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
研
究
し
、
そ
れ

を
生
か
し
役
立
て
て
行
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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岐
阜
県
仏
教
徒
記
念
大
会

「
i
ー
ー
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
薩
翼
　
　
　
　
　
」

　
八
月
二
十
九
日
、
岐
阜
県
仏
教
会
と
檀
信
徒
会
が
、

推
進
し
て
来
た
「
お
経
を
習
い
ま
し
ょ
う
運
動
」
の

三
十
周
年
記
念
大
会
が
、
午
後
一
時
半
よ
り
岐
阜
市

市
民
会
館
で
約
一
千
五
百
人
を
集
め
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、
法
要
に
続
き
同
運
動

に
長
年
に
渡
り
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
引
き
続
き
第
二
部
は
『
仏
教
聖
典
』
を
基
に

し
た
仏
教
劇
、
第
三
部
は
中
国
雑
技
団
の
曲
芸
が
披

露
さ
れ
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

　
夕
刻
か
ら
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、

同
運
動
三
十
周
年
と
地
元
長
圓
寺
不
破
住
職
の
本
会

理
事
長
就
任
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　　

@
国
際
委
員
会

　
九
月
入
日
、
午
後
二
時
半
よ
り
明
照
会
館
会
議
室

で
、
第
二
回
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
第
二
十
回
世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー

大
会
へ
の
対
応
が
詳
細
に
協
議
さ
れ
た
。
次
に
、
国

際
交
流
に
関
し
て
、
各
宗
派
の
現
況
に
関
す
る
情
報

交
換
と
と
も
に
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
に
関
し
て
の
情

報
提
示
の
要
望
が
委
員
よ
り
事
務
局
に
提
案
さ
れ
た
。

　
次
に
四
仏
英
文
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
内
容
の

検
討
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
後
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興

　　

@　

@　

　　

@　

@｛

一
九
九
八
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
十
一
月
号
　
第
四
四
三
号

発
行
人
　
蓮

事
業
の
現
況
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

茶
盆
9
務
《
局
謄
録
謹
重
三
ミ

　
　
一
十
月
－

一
日
監
査
会

　
　
　
文
化
庁
創
設
三
十
周
年
祝
賀
会
出
席

三
日
　
長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

六
日
　
真
言
宗
御
室
派
管
長
晋
山
式
出
席

七
日
　
理
事
会

　
　
　
ル
ン
ビ
昌
吉
委
員
会

平
成
十
年
度
教
化
セ
ミ
ナ
ー

葬
儀
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

◎
十
一
月
十
八
日
（
水
）
午
後
一
時
半
よ
り

◎
築
地
本
願
寺
「
蓮
華
殿
」
（
第
二
伝
道
会
館
二
階
）

◎
内
容
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
パ
ネ
リ
ス
ト
（
順
不
同
）

　
　
中
野
東
禅
師
（
曹
洞
宗
教
化
研
修
所
講
師
）

　
　
大
村
英
昭
師
（
大
阪
大
学
教
授
）

　
　
青
木
新
門
氏
（
作
家
・
冠
婚
葬
祭
会
社
相
談
役
）

　
　
碑
文
谷
創
氏
（
葬
儀
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

　
　
　
　
電
話
〇
三
⊥
二
四
三
七
－
九
二
七
五

3
巳
ε
一
零
0
8
－
8
－
8
0
8
－
3
隔 　

　
入
日

　
　
九
日

±
二
日

＋
五
日

＋
六
日

＋
九
日

二
＋
二
日

三
＋
日

故
正
力
松
太
郎
氏
追
悼
法
要
参
列

関
西
事
務
局
局
内
会
議
出
席

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

同
和
委
員
会

法
律
相
談
室

宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
発
会
式
出
席

年契00
｝

9
・
整
－
0
0

1

鰹脚ボケ卿イズ

お申し込みは
糞仏手幅簾一定価700円

清
　
典
　
　
発
行
所
　
　
財
団
法
人
　
　
全

日

全日本仏教会ホームページhttp＝／／…w乖varLco．jp／～jbf
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本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五
一
○
○
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

電
話
〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
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